
 

 

 

 

 

 

■日時：2016年 11/ 26（土）・27（日） ■場所：屋久島町総合センター（安房） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●テーマセッション 1 

コーディネーター；古居智子 

屋久島におけるヤクスギは島の文化、経済、民俗、生活、信仰などおよそ島人の暮らし全般に関わる絶対

的存在であり続けてきました。その歴史的系譜を追いかけ、屋久杉という極めて特有な木の存在が屋久島に

もたらしたものを、信仰の対象→生活資源→観光資源という時間軸と時代背景の中で捉えなおしてみます。 

 

  

 

 

 

＜専門家と歩く自然観察会（エクスカーション）＞「自然に親しむ集い」と共催  11月 28日（月） 

〇荒川登山口から小杉谷への道を歩きながら、森と人がどう関わってきたのか、人々や風景を写真とマップ

により多角的とらえ、社会学の観点からその遷移をたどります。 

〇案内人：王智弘 ほか ○申し込みは環境省へ 

 

●ポスター発表 屋久島研究の成果をポスターにして発表します 

●映画上映 

http://salgado-movie.com/ 

〇監督：ヴィム・ヴェンダース、ジュリアーノ・サルガド 

11月 26日夜 屋久島町総合センターホール（安房） 

27日夜 屋久島環境文化村センターホール（宮之浦） 

 

●テーマセッション 2   

 

－新種発見が相次ぐ菌従属栄養植物が明らかにする世界－  11月 27日（日） 

コーディネーター：手塚賢至 

屋久島では近年、日本新産のタブガワヤツシロランの発見や新種の近従属栄養植物ヤクシマソウなどの発

見が相次ぎ、また新種の可能性がある種がいくつも確認され、この分野の調査研究が大きく進展しでいます。

また屋久島の低地照葉樹林の豊かさを象徴する椨川流域で、多様性を明らかにする植生のトランセクト調査

が始まっています。そうした最新の研究や調査の成果を報告し、屋久島の照葉樹林の現状を踏まえた保全の

在り方の検討の場ともしたいと考えています。 

登壇者：末次健司（神戸大学）、辻田有紀（佐賀大学）山下大明（写真家 宮之浦在住）布施健吾（九州大学） 

 ＜セッション 1-①＞11月 26日（土） 

「ヤクスギの歴史 島の暮らし」 

基調講演：鎌田道隆 

 （奈良大学名誉教授・歴史学者 楠川在住）  

 

主催：屋久島学ソサエティ 

共催：屋久島町／（公財）屋久島環境文化財団／京都大学ワイルドライフサイエンス・リーディング大学院 

 

鹿児島県立博物館 

 

移動博物館の会期は 

11 月 23 日（水・祝） 

～27 日（日） 

 ＜セッション 1-②＞11月 27日（日） 

「小杉谷 人と森の移り変わり」 

基調講演：王 智弘 

（総合地球環境学研究所・環境社会学） 

 

http://salgado-movie.com/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

屋久島学ソサエティ事務局  手塚田津子 

 TEL/FAX 0997-44-2965 

E=mail：office@yakushimaology.org 

http://yakushimagakusociety.hateblo.jp/ 

http://yakushimaology. 

〒891-4203 鹿児島県熊毛郡屋久島町一湊 2418-38 

～～～～～～～～～～～～～～~～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

■「屋久島学」NO.1（頒価 1,000円） 

学びの場としての屋久島―サルとヒトと歩いた 40年･･････山極寿一 

屋久島の歴史と文化の魅力―「屋久島学ソサエティ」発足にちなんで－ 

･･････下野敏見   

■「屋久島学」NO.2（頒価 2,000円） 

テーマセッション１：山のトイレを科学する 

テーマセッション 2：屋久杉のすべて（自然科学編）  

■「屋久島学」NO.3（頒価 2,000円） 11月 26日発行  

テーマセッション 1：黒潮がつなぐ古代杉の世界 

テーマセッション 2：屋久のお岳をおろかに思うなよ 

2－1 古謡「まつばんだ」の源流を探って 

2－2 聖なる島・屋久島の可能性 

2－3 屋久島の自然信仰「岳参り」  

■屋久島のわらべ唄・民謡／まぼろしのまつばんだ[CD3枚組み]（頒価 1,000円） 

 杉本信夫さんの講演と屋久島のわらべ唄・民謡や「まつばんだ」が収録されてい

る大変貴重な CD3枚組みです。 編集制作：野呂正和 

 

 

屋久島学ソサエティは、島に住む人と研究者が共に学びあい、 

細分化された学問分野と島の現実を横断的に結んで真の問題解決のために必要な知識を共有し， 

地域社会のために具体的に活かしていくことを目指します。 

 

屋久島学ソサエティでは毎年大会の内容を会誌「屋久島学」に収め会員に配布しています。 

テーマセッションの他、様々な分野の最新の屋久島研究論文が発表されています。 

会員以外の方へも頒布しています。お気軽に下記事務局へお問い合わせください。 

 

屋久島学ソサエティ入会のご案内 

○屋久島学に興味をもち、本会の目的に賛同する方はどなたでも入会できます。 

屋久島学ソサエティには，3 つの会員種別があります。 

・普通会員（会費2,000 円）：ソサエティメーリングリストに参加し，会誌を受け取れます。 

・正会員（会費5,000 円）：ML参加，会誌への投稿，大会での発表ができ，会誌を受け取れます。 

・賛助会員年額（会費10,000 円／1 口）：正会員と同じ資格を有し，会への賛助を行います。 

入会の手続きについて 

以下の情報を事務局へお知らせください。 

1）会員種別 正会員／普通会員／賛助会員 2）氏名 3）氏名（フリガナ） 4）所属 

5）e-mail 6）郵送物の送付先住所：〒 ・ 住所 

7）電話又はファックス（e-mail がない場合は必須） 8）専門分野や興味のある分野など 

9）屋久島学ソサエティに対するご意見ご要望など 

 

 第 4回大会 

プログラム詳細は 

次回に 

お知らせします 

お楽しみに♪ 


